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研究成果概要 
 2013年度は、ニュートリノシミュレーションプログラム NEUT に 3 つの大きな理論モデル追加を行
った。 
 一つ目は数百MeV～1GeV程度で主要な反応である、荷電擬弾性散乱 ( Charged current quasi-elasti
c scattering CCQE ) について、これまで最も単純なフェルミガス模型を用いていたものを、より現実
的と考えられる、原子核内の核子の運動量とポテンシャルの確率分布関数（ Spectral function ） を
用いたモデルに変更したことである。 
 二つ目は、ニュートリノが原子核内の核子と散乱する場合、単一核子とのみ散乱すると考える場合（ 
Impulse approximation ）だけでなく、散乱核子が他の核子と相互作用しているような状態の効果も考
慮した散乱を導入したことである。これについては、理論家によりいろいろなモデルがあるが、今回は
 Nieves らの Meson exchange current 模型を用いた。 
 三つ目は、単一π粒子生成反応について、これまで用いてきた Rein と Sehgal による模型で用いら
れている核子の構造関数が、電子散乱のデータをうまく再現できないことから、より正しいと思われる
構造関数におきかえるというものである。 
 これら３点について、提案した理論家やT2K実験の共同実験者との協力の下、2013年度中にシミュレ
ーションプログラムへの実装を行い、実際に大気ニュートリノやＴ２Ｋ実験のニュートリノ散乱データ
と比較できるような準備を進めた。 
 新しいシミュレーションプログラムを用いて、海外のニュートリノ・原子核散乱実験のデータと比較、
モデルパラメータを調整する作業を行っている。しかし、最近出版されたINERvA実験と過去に出版され
ているMiniBooNE実験のデータ、そして、それよりも古くに出版されている実験結果すべてを同時にう
まく説明できるようなパラメータはなく、原因について検討をおこなっている。 
 
 並行して大気ニュートリノについて、新しいプログラムを用いたシミュレーションデータを生成、比
較を開始した。また、T2K実験については、2014年度早々に結果をだすことを目指して最終的な作業を
おこなっている。 
 
 また、カナダ トライアンフ研究所においておこなわれたπ原子核散乱実験（PIANO実験）の解析が
進み、π粒子の荷電交換および吸収反応について、過去の実験よりも良い精度での測定結果を出す予定
である。（現在出版準備中） 
 今後、このデータでみることができた、π粒子吸収後の陽子の分布なども用い、NEUTのみならず、検
出器シミュレーションに用いられているGEANT3およびGEANT4の改良もおこなうことが可能となる見込
みである。 
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